
理科学習指導案 

１ 単元名   単元１「生物の世界」 

        ３章  動物のなかま 

 

２ 単元について 

小学校では、第３学年で「身の周りの生物」、第４学年で「季節と生物」、第５学年で「植物の発芽、

成長、結実」、「動物の誕生」、第６学年で「人の体のつくりと働き」、「植物の養分と水の通り道」、「生

物と環境」について学習している。本単元では、理科の見方・考え方をはたらかせ、身近な生物につ

いての観察、実験などを行い、いろいろな生物の特徴を見いだして生物の体の基本的なつくりを理解

させるとともに、見いだした特徴に基づいて生物を分類するための技能を身に付けさせ、思考力、判

断力、表現力等を育成することがねらいである。思考力、判断力、表現力等を育成するにあたっては、

いろいろな生物の共通点や相違点を見いだし、それをもとにして分類するなどして、問題を見いだ

し、見通しをもって整理する力を養うことが重要である。更に、生物を分類するための観点や基準を

見いだして表現させることが大切である。単元は 1章から 3章までなり、1章では校庭の生物の観察

を行い、その特徴を生物カードにまとめ、分類を行ったりレポートの作成を行ったりした。2章では

植物の基本的な体のつくりを学び、共通点や相違点に着目し分類する方法を学んだ。3章では同様に

して、動物の基本的な体のつくりを学んだあと、共通点や相違点に着目し分類できることを見いだし

理解することがねらいである。 

学習指導では、主体的・対話的で深い学びの実現のため、問題を見いだしたり、結果を分析して解

釈したりする場面における話し合い活動の充実、レポートやワークシートの作成、発表、実験や学習

の振り返りを適宜行わせる学習を展開する。コロナ禍ではあるが、事前の消毒などによりリスクを抑

えつつ対話や話し合い活動を工夫して取り入れ、理科を通して科学的な根拠に基づき表現するため

の力を身に付けられる場面を設けていく必要がある。また、話し合いや発表のみならず、レポートの

作成や、自分で考えた予想を書いて表現することも言語活動ととらえることができる。科学実験のみ

ならず、学習した知識を活用し、予想を立てる場面を積極的に取り入れ、思考力や表現力を育成する

ことにつなげていきたい。 

 

３ 単元の目標 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

いろいろな生物の共通点と相

違点に着目しながら、生物の観

察と分類の仕方、生物の体の共

通点と相違点を理解するととも

に、それらの観察・実験などに

関する技能を身に付ける。 

身近な生物についての観察、

実験などを通して、いろいろな

生物の共通点や相違点を見いだ

すとともに、生物を分類するた

めの観点や基準を見いだして表

現する。 

いろいろな生物とその共通点

に関する事物・現象に進んで関

わり、科学的に探究しようとす

る態度と、生命を尊重し、自然

環境の保全に寄与する態度を養

うとともに、自然を総合的に見

ることができるようになる。 
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４ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①ルーペや双眼鏡、双眼実体顕

微鏡の操作、スケッチの仕方や

観察記録のとり方を身に付けて

いる。 

②生物の生活は環境と深く関わ

っているということを理解して

いる。 

③いろいろな生物を比較して見

いだした共通点や相違点を相互

に関係付けて分類できることを

理解し、分類の仕方の基礎を身

に付けている。 

④ピンセットなどを用いて花を

解体し、花のつくりの標本を作

っている。 

⑤花の基本的なつくりについて

理解している。 

⑥被子植物と裸子植物の共通点

と相違点に着目しながら特徴を

理解している。 

⑦種子をつくらない植物は胞子

をつくってふえることを理解し

ている。 

⑧脊椎動物は体表の様子、呼吸

の仕方、生活場所、運動器官、

子の生まれ方などの特徴を分類

の観点や基準とすると、５つの

グループに分類することができ

ることを理解している。 

⑨身近な動物についても、どの

グループに当てはまるか分類す

るための知識を身に付けてい

る。 

⑩無脊椎動物の観察結果をわか

りやすく記録している。 

⑪節足動物や軟体動物の共通点

と相違点に着目しながら、体の

つくりを理解している。 

①見通しを持って身のまわりの

生物を観察し、いろいろな生物

の特徴をとらえ、共通点や相違

点を見いだして表現している。 

②いろいろな生物の生活や特徴

と、生活環境を関連付けてとら

えている。 

③自分や班で考えた観点で分類

の基準を設定し、観点や基準を

変えると分類の結果が変わるこ

とを見いだしている。 

④身近な花や葉、根の共通点を

見いだし、植物の基本的なつく

りをまとめ、表現している。 

⑤被子植物と裸子植物を比較し

て、相違点を見いだしてまと

め、表現している。 

⑥植物のつくりや形状などの共

通点や相違点に基づいて植物を

分類できることを見いだし、表

現している。 

⑦脊椎動物の５つのグループの

特徴を表などに整理し、それぞ

れの生活の場所や生活の仕方と

関連付けてまとめ、表現してい

るなど科学的に探究している。 

⑧脊椎動物と節足動物や軟体動

物の共通点や相違点を見いだす

とともに、体の特徴に基づいて

分類されることを見いだして表

現しているなど科学的に探究し

ている。 

⑨動物の共通点や相違点に基づ

いて動物を分類できることを見

いだし、表現している。 

⑩植物の分類の観点や基準を複

数あげて、植物図鑑にまとめて

表現している。 

①学校の周辺に生活している生

物の観察に進んで関わり、見通

しをもったり振り返ったりする

など、科学的に探究しようとし

ている。 

②生物の特徴に興味をもち、生

物の分類に進んで関わり、観点

や基準をいろいろと変えて分類

を試してみるなど、科学的に探

究しようとしている。 

③葉脈や根の様子を芽生えの様

子と関連付けて科学的に探究し

ようとしている。 

④習得した知識を活用して、植

物のつくりや形状などの共通点

に基づいた分類表や検索表を作

成するなど、科学的に探究して

いる。 

⑤いろいろな脊椎動物に興味を

もち、それらの動物の特徴をも

とに分類することに進んで関わ

り、科学的に探究しようとして

いる。 

⑥いろいろな動物の生活の仕方

や体のつくりに基づいて分類し

ようとするとともに、日常生活

においても習得した知識・技能

を活用して動物との関わりを深

めようとしている。 

⑦習得した知識を活用して、動

物の共通点や相違点に基づいた

分類表や検索表を作成するな

ど、科学的に探究しようとして

いる。 

⑧植物図鑑がどのようになって

いるかに興味をもち、学習した

ことを振り返りながら科学的に

探究しようとしている。 
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５ 単元の指導計画 

月 項目 時数 学習内容と活動 指導計画活用上の留意点 評価 

４

月 

１ 

校庭や学

校周辺の

生物 

３  

基本操作 

スケッチの仕方・ルーペの使い方 

・セイヨウタンポポの花をルーペで観察

し、スケッチをする。 

・正しいルーペの使い方や記録の方法につ

いて理解する。 

 

 

観察１ 

校庭周辺の生物を観察して、生物の特徴

を調べる。 

・実際に校庭に出てどのような生物がいる

かを探す。 

・観察したことを生物カードに記録してま

とめる 

・図鑑やインターネットなどを使って調べ

たことをカードに書き加える。 

 

・校庭の生物の特徴と周りの環境につい

て、調べたことを班ごとに発表し、生物の

特徴と環境には関りがあることを確認す

る。 

 

・ルーペはどのようなものを観

察する際に役に立つかを考えさ

せる。 

・ルーペを正しく安全に使用す

るための注意点を説明する。 

・理科的なスケッチの方法につ

いて詳しく説明をする。 

 

・指定した範囲の中で生物を探

し、生物カードに生物がいた周

りの環境や、生物の特徴を記録

させる。 

・図鑑を利用して生物の特徴に

ついて詳しく観察させる。 

・気づいたことなどは積極的に

メモを取らせる。 

 

知① 

知② 

 

 

 

 

 

 

思① 

主① 

 

 

 

 

 

 

 

 

思② 

 ２ 

生物の分

類 

１  

実習１ 

生物を分類する。 

・作成した生物カードを使って、２つの観

点から４グループに分ける。 

・その観点を使って他の生物カードも分け

ることができるか検討する。 

・観点が異なれば分類が異なり、生物を分

類するときには注目するべき観点が存在す

ることを確認する。 

 

 

 

・大きさなどの観点に注目する

場合は「〇〇cm以上」など自分

で基準を設けるようにする。 

 

 

知③ 

思③ 

４

月

～

５

１ 

種子をつ

くる植物 

 

６  

実習２ 

花に共通するつくりを見つける。 

・外側からアブラナやツツジの花を分解し

 

・ピンセットを使用して丁寧に

分解させ、子房がめしべから取

れないように注意させる。 

 

知④ 

主② 
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月 A花のつ

くり 

 

 

 

 

 

 

 

Bめしべ

と果実の

つくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

C葉や根

のつくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Dマツや

イチョウ

のなかま 

 

 

 

て、標本をつくりながら、その順番や個数

を観察する。 

 

 

・標本を使って、花のつくりには植物の種

類によってどのような共通点や相違点があ

るか考える。 

・花の各部分の名称を理解する。 

 

観察２ 

花のどの部分が果実や種子になるのだろ

うか。 

・アブラナやエンドウ、サクラなどの果実

を切って花のつくりと比較する。具体的に

図示できるようにスケッチで記録し、まと

める。 

・受粉すると花の中にあるめしべの子房が

果実になり、胚珠が種子となることを理解

する。 

 

・葉や根は多くの植物で色や形が似ている

ことを確認し、様々な植物の葉や根の特

徴、共通点や相違点を考える。 

観察３ 

植物の葉や根のつくりの共通点や相違点

を調べる。 

・いろいろな植物の子葉、葉、根を観察

し、スケッチなどにまとめる。また、ハツ

カダイコンを発芽させ根の様子を観察させ

る。 

・植物は子葉の数、葉の葉脈、根のつくり

で２つのグループに分かれることを理解す

る。 

 

やってみよう 

マツの花のつくりを調べてみよう。 

・マツの雄花と雌花からりん片を採取し、

ルーペや双眼実態顕微鏡で観察する。ま

た、まつかさのつくりを調べ、種子を観察

する。 

・ツツジの花は花弁をばらばら

にしないように貼り付けさせ

る。 

 

・作成した標本を使用しながら

花のつくりの名称と特徴を確認

させる。 

 

 

・具体的にどの部分が大きくな

ったら種子や果実となるのかに

ついて考えさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・事前にいろいろな植物を育て

ておくとともに、同じ植物の種

子をまいて子葉の様子がわかる

ように用意しておく。 

 

 

 

 

 

・いろいろな植物が双子葉類と

単子葉類のどちらに当てはまる

か、その植物の特徴から考えさ

せる。 

 

 

 

・実習２で使用したアブラナや

ツツジとマツやイチョウの花の

つくりの相違点などを考える。 

 

 

 

 

 

知⑤ 

思④ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

思④ 

主③ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知⑥ 

思⑤ 
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 ・被子植物と裸子植物の相違点に着目し

て、特徴をまとめる。 

 

 

 

５

月 

２ 

種子をつ

くらない

植物 

１ ・種子をつくらない植物はどのような特徴

があり、どのような方法で増えるのかを考

える。 

やってみよう 

胞子のうを観察してみよう。 

・シダ植物やコケ植物の胞子のうや胞子を

顕微鏡で観察する。 

・種子をつくらない植物は代わりに胞子で

増えることを理解する。 

・シダ植物とコケ植物のからだのつくりの

違いについて理解する。 

 

 

 

 

 

・光学顕微鏡の使い方について

簡単に説明する。 

・種子と胞子の違いについて説

明する。 

知⑦ 

 ３ 

植物の分

類 

２ ・これまで学習してきた植物の特徴の中

で、どれを観点として使うと植物を仲間ご

とに分類できるかを考える。 

やってみよう 

植物を分類してみよう。 

・これまで学んだ植物のグループをグルー

プごとに共通点と相違点を使って、図で表

す。観点となった特徴について図に書く。 

 

・班やクラスでどのような図や表になった

か話し合う。 

・生物カードにある植物がどの仲間になる

かを考える。また、なぜそのように分類で

きると考えたか、理由を説明する。 

・分類のまとめ方は分岐図にこ

だわらずに、包含関係や表でま

とめたりさせる。 

 

 

 

 

 

 

・植物の様子が完全にわからな

かったとしても、一部の特徴か

らわからない特徴についても推

測させる。 

 

思⑥ 

主④ 

５

月 

１ 

動物の体

のつくり 

１ ・知っている動物をできるだけ挙げさせ、

地球上に様々な動物がいることを確認す

る。 

・動物の体のつくりにはどのような特徴が

あるか考える。 

やってみよう 

イワシとエビの体のつくりを調べよう。 

・イワシとエビの体のつくりの共通点と相

違点を整理する。 

・背骨の存在を基準として分類できること

を理解する。 

 

 

 

 

・外観で分かる特徴に注目して

考えさせる。 

・動物には、体を支え運動する

ためのつくりがあることを思い

出させる。 

・生魚やエビのアレルギーを持

つ生徒への対応に留意する。 

・いろいろな動物のレントゲン

写真を使用して脊椎動物と無脊

椎動物に分類させる。 

主⑤ 
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５

月 

２ 

脊椎動物 

 

A脊椎動

物の特徴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

B体のつ

くりと食

物 

１ ・脊椎動物は魚類、両生類、は虫類、鳥

類、哺乳類の５つのグループに分けられる

ことを知る。 

・脊椎動物はどのような観点で分類ができ

るか考える。 

・「運動のしかた、呼吸のしかた、体の表面

のようす、子の生まれ方、卵が育つ場所、

子の育ち方」などが分類の観点となること

を知る。 

やってみよう 

脊椎動物の特徴をまとめてみよう。 

・これまでに学習した特徴を表にまとめ

る。 

・脊椎動物の 5つのグループは、「体の特徴

や呼吸のしかた、子の生まれ方」などによ

って分類することができることを理解す

る。 

 

・様々な動物が生きるために何を食べて生

きているか考えさせる。 

・動物は種類によって肉食性のものと草食

性のものがいることを理解する。 

やってみよう 

哺乳類の体のつくりを比較してみよう。 

・図鑑などの資料や哺乳類の骨格標本か

ら、食物と関連するような特徴を見つけ

る。 

・歯や目のつき方、足、爪などの体のつく

りを比較すると、その動物の生活の仕方に

合った体のつくりをしていることがわか

る。 

 

・生徒が知っている脊椎動物の

共通点や相違点をとり上げる。 

・１章、2章の学習を踏まえて

共通点と相違点から分類の観点

や基準が考えられることを説明

する。 

・p.51表１より産卵数と子の育

ち方との関係にも注目させる。 

 

・自分で考えた項目で表を作成

しても良いと説明する。 

・動物の特徴について不明な点

は図鑑やインターネットなどで

調べて補うようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・骨格標本を見る前に、哺乳類

の体のつくりと食物の間にどの

ような関連があるのかを考えさ

せる。 

・哺乳類の肉食性の動物と草食

性の動物では体のつくりに相違

点が見られることに気づかせ

る。 

知⑧ 

知⑨ 

思⑦ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主⑥ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５

～

６

月 

３ 

無脊椎動

物 

３ ・無脊椎動物の特徴にはどのような動物が

いるか話し合う。 

・無脊椎動物の体のつくりにはどのような

特徴があるか考える。 

観察４-A 

ザリガニなどの行動の観察 

・ザリガニの体のつくりを観察し、食物を

与えてザリガニの動きを観察する。 

・生徒にとって身近な無脊椎動

物をとり上げ、イメージしなが

ら共通点や相違点を予想させ

る。 

・p.45「やってみよう」で行っ

たエビの体のつくりを調べた結

果を思い出させる。 

・体のつくりや運動の様子につ

 

 

 

 

知⑩ 

知⑪ 

思⑧ 
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・他の節足動物の具体例を挙げ、ザリガニ

との共通点を整理する。 

・昆虫類や甲殻類には体が外骨格に覆われ

ていて、節のあるあしを持っているという

共通点があることを理解する。 

 

観察４-B 

アサリなどの体のつくりの観察 

・アサリの運動の様子を観察し、その後、

殻をあけて体のつくりを観察する。 

・他の軟体動物の具体例を挙げ、アサリと

の共通点を整理する。 

 

 

 

 

・観察４-Aのザリガニと観察４-Bのアサリ

を比べてどのようなところが共通で、どの

ようなところが異なっていたかを比較して

考える。 

・節足動物や軟体動物の特徴についてまと

める。 

・節足動物がなぜ脱皮をするのかを考え

る。 

・節足動物や軟体動物以外にもいろいろな

無脊椎動物がいることを知る。 

 

いて脊椎動物と比べてどのよう

な共通点や相違点があるかに注

目して観察させる。 

 

 

 

・体のつくりと運動の様子につ

いて脊椎動物や観察４-Aのザリ

ガニと比べてどのような共通点

や相違点があるかに着目して観

察させる。 

・節足動物とは異なり、足に節

がないことや、水中生活をして

いるものが多いことを理解させ

る。 

 

・脊椎動物と比較して、骨格と

筋肉を使って運動しているとこ

ろは共通であることを理解させ

る。 

 

 

・外骨格が大きくならないため

脱皮の必要があることに気づか

せる。 

・ミミズ、ウニ、ヒトデなどの

無脊椎動物を例に挙げ、無脊椎

動物には様々な種類が存在する

ことを知らせる。 

６

月 

４ 

動物の分

類 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・動物はどのような観点に着目すると分類

できるか考える。 

やってみよう 

動物を分類してみよう。 

・はじめに用いる観点や次に分類するため

に用いる観点は何にするかを考える。 

・考えた観点をもとに、分類のフローチャ

ートを作成する。 

 

 

 

 

 

・植物を分類したときのような

図を作るように伝える。 

 

 

・用いた観点や基準で分類でき

るかを考えさせ、他の観点や基

準についても検討させる。 

 

 

思⑨ 

主⑦ 
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本時 

(2/2) 

・作成した分類のフローチャートを使って

動物の種を特定できるか調べる。 

・「動物当てゲーム」を行う。 

・他の人に、動物の特徴に関する質問をし

て、その回答から動物の種を当てる。 

・「動物当てゲーム」で正解にたどり着くた

めの質問項目を検討する。 

 

・これまでに学習した動物を中

心に特徴をまとめた動物カード

を作成しておく。 

・分類の観点の違いによって分

類の仕方がどのように変化する

のか比較することで、分類する

ことの意味に気づかせる。 

６

月 

植物の分

類を活用

する 

２ ・これまでの学習から、植物はいろいろな

観点によって分類できることを振り返る。 

・学んだことを活用して自分の植物図鑑を

作る。植物図鑑はどういう項目や見いだし

をつけると、検索しやすくなるかを考え

る。 

・これまでに作成した生物カードに項目を

つける。実際に作成した植物図鑑で植物を

検索してみる。 

 

・完成した図鑑を使用してみてどうだった

かを話し合い、改良点を検討し、より良い

図鑑にする方法を考える。 

・実際に市販の植物図鑑を提示

して、図鑑によっていろいろな

観点で項目分けされていること

を知らせる。 

・正解はないため、はがしやす

い付箋などを使って、生徒たち

で試行錯誤させる。 

 

 

・使用する生物カードは春の植

物が中心のため、検索しきれな

い植物もある。そのため時期に

よる変化をどう項目に反映させ

るかの助言をする。 

思⑩ 

主⑧ 
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６ 本時の展開 

（１）題材名 「動物の分類を活用する」 

（２）本時の目標  

①動物の共通点や相違点を活用して特定の動物に辿り着く活動を行い、主体的に学習に取り組み科学的

に探究する姿勢を身に付ける。                （主体的に学習に取り組む態度） 

②学習してきた知識を活用して動物を特定する方法に着目し、結果の話し合いや考察を共有することで 

考え方の幅を広げ、論理的思考力を養う。                 （思考・判断・表現） 

 

（３）本時の展開   

指導過程 時配 学習内容と活動 ◎指導・支援活動 ◇評価 

導入 ５分 ○学習課題を確認する。 

 

 

 

○ワークシートに学習課題を記入する。 

 

○ゲームのしかたを確認する。 

 

 

 

 

 

◎学習課題を TVに映し、黒

板に板書する。 

◎ゲームのしかたを確認さ

せる。 

展開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５分 

 

 

○動物当てゲーム 1回戦（ゲーム時間：片方４分） 

・向かい合って座っている相手と、相手の動物を当てるゲー

ムを行う。 

・はじめの３問の質問は、前回つくった質問のフローチャー

トに沿って行う。 

・勘でなく質問によって特定できるまで行う。 

 

●予想される生徒の反応 

・すぐに終わり、待ち時間ができる。 

→別の動物で試したり、班で終わっている人がほかにもい

れば、相手を変えて行う。 

・フローチャートを辿った後の質問で止まる。 

→残っている生物を確認し、質問を考えさせる。 

・「○○ですか。」を繰り返す。 

→その生物の特徴を考えさせ、質問させる。 

・序盤に大きく絞り込めてしまい、すぐに終わる。 

→もし別の生物だったらどのような質問をつづける 

か考えさせる。 

 

○正解できたかどうか挙手で答える。 

 

 

◎動物カードを配布する。 

ネズミ、キジバト、アオダ

イショウ、フグ、サワガニ、

ホタル、アサリ、クラゲの

８種類の動物カードから、

同じ机の中で被らないよう

にして配布する。（生徒には

配られたカードが８種類で

あることを公表しない。） 

◎ゲーム前に相手の動物カ

ードを見ないよう指導す

る。 

◎ゲームが終わっていない

ところがあっても時間で区

切る。 

◎勘でなく、学習した分類

の観点などを上手に活用し

ている生徒を見つけ、代表

者としてゲームを行うこと

を依頼しておく。 

 

 

動物を特定するためには、 

動物の特徴をどう活用すればよいか考えよう！ 
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10分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○代表者数名が全体の前でゲームを行う。 

 

 

 

 

 

○机ごとで話し合い、フローチャートを改善する。 

・話し合いでは以下の３点を中心に話し合う。 

①当てられたか。 

②どのような質問をしたか。また、当てた場合、どの段階で

わかったか。 

③今のフローチャートの質問をどう変えれば次の動物を当

てられるか。 

 

●予想される生徒の反応 

・当てられた人の質問内容ばかりを重視する。 

→なぜ当てられなかったのを考えることも、改善には重要

な視点であることに気づかせる。 

・今回の標的であった動物に向けての話し合いになる。 

→次のゲームではまた違う動物であることを意識させ、ど

の動物でも当てられるチャートを考えさせる。 

・どう変えればよいか考えがでない。 

→どの質問で、どのようになかま分けできたのかを動物名

を書いて視覚的に理解させる。２つに分けた動物の数の偏

りが大きい質問だと何が困るのかを考えさせる。 

 

○話し合いをもとに、フローチャートを修正する。 

・修正するときは 1 度目の質問を消さず、その下の枠に書

くようにする。 

 

●予想される生徒の反応 

・修正案が考えられない。 

→補助的に作成した質問リストをみせ、どの質問が今回よ

り有効であるか考えさせ、選ばせる。 

 

 

 

 

 

 

◎動物名の書いたマグネッ

トを黒板に貼っておき、代

表者の質問で該当しない動

物を分けていき、動物が絞

られていく様子を見せる。 

 

◎学習した分類の観点を活

用し、１つの質問で大きく

絞り込む方法を考えさせ

る。 

◎今回の相手の動物にこだ

わらず、次のゲームで別の

動物になっても当てられる

よう質問を工夫させる。 

◎修正の際は 1度目の質問

を消さず、残しておくよう

指示する。 

◎自分で修正案が考えられ

ない生徒には、ほかの人が

どのように考えていたかを

参考にさせたり、補助的に

作成した質問リストを使用

したりして書かせる。 

 

 

 

◇より効果的な質問項目を

検討し、ワークシートに記

入する。 

(思考・判断・表現)  
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6分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○動物当てゲーム２回戦（ゲーム時間６分） 

・前後の相手と、相手の動物を当てるゲームを行う。 

・はじめの方の質問は、修正したフローチャートに沿って行

う。 

●予想される生徒の反応 

・すぐに終わり、待ち時間ができる。 

→別の動物で試したり、班で終わっている人がほかにもい

れば、相手を変えて行う。 

・フローチャートを辿った後の質問で止まる。 

→残っている生物を確認し、質問を考えさせる。 

 

 

 

 

○正解できたかどうか挙手で答える。 

（○時間があればゲームを繰り返し行う） 

◎新しい動物カードを配布

する。 

◎ゲーム前に相手の動物カ

ードを見ないよう指導す

る。 

◎ゲームが終わっていない

ところがあっても時間で区

切る。 

◎勘でなく、学習した分類

の観点などを上手に活用し

ている生徒を見つけ、代表

者としてゲームを行うこと

を依頼しておく。 

 

まとめ ５分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５分 

 

４分 

 

 

 

 

○ワークシートに振り返りを記入する。 

・感想でなく、ゲームをして気づいた点、質問で工夫した点

や、ほかの意見を聞いて考えが変わったことを記入する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○挙手により振り返りを発表する。 

 

○分類が活用されている例を確認する。 

・正解は一つではなく、様々な特徴を利用して種を絞り込む

ことができることを理解する。 

・学習した分類のように、大きくなかま分けしてから、細か

い特徴で分けていくほうが分かりやすい 

ことを理解する。 

 

◎感想でなく、ゲームをし

て気づいた点、質問で工夫

した点や、ほかの意見を聞

いて考えが変わったことを

記入するよう指導する。 

◇動物を特定するために有

効な観点を見いだし、表現

している。 

(思考・判断・表現)  

◇学習課題を解決しようと

した取り組みを記述し、科

学的に探究する。 

(主体的に学習に取り組む態度) 

 

◎市販の動物図鑑ではどの

ような観点で項目立てされ

ているか紹介する。 
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（４）本時の評価 

ワークシートの記述を分析することにより行う評価 

①主体的に学習に取り組む態度 

 ワークシートの振り返りに、学習課題を解決しようとした取り組みを記述し、授業前後での気づきや

質問の工夫、考えの変化を通して科学的に探究する姿勢を評価する。 

 評価Ａ 評価Ｂ 評価Ｃ 

ワークシートの記述 

学習課題を解決しよう

とした取り組みが記述で

きており、学習意欲やそ

れを高めた方法を記述し

ていて、課題解決に向け

て粘り強い取り組みが見

られる。 

学習課題を解決しよう

とした取り組みが記述で

きている。 

学習方法や課題を解決

しようとした取組、学習

意欲やそれを高めた記述

がない。また、課題を解

決できたことも把握でき

ない。 

 

【「努力を要する」状況と評価した生徒に対する指導の手立て】 

学習内容に興味・関心は低く、課題に対して粘り強く取り組もうとしていない状況にあると考えら 

れる。また、考えるための基礎的な知識・理解が低いことも取組への意欲につながっていると考えられ

る。前時の授業でフローチャートの作成が難しい生徒へは、質問項目をあらかじめ用意したものの中から

選ばせる。本時では、どの質問を選べばよかったか、または質問の順序をどうすればよかったかを考えさ

せることで、基礎的な知識を補いつつ課題に対し取り組むことができるよう支援する。 

 

②思考・判断・表現 

自分や他人のゲームの結果をもとに、動物を正確に特定するには、動物のどのような特徴を観点として

用いればよいか、その質問内容や質問の順序について話し合いを通して考察し、フローチャートの改善と

して表現できているかを評価する。また、今回の動物群から、動物を特定するために有効な観点を見いだ

し、質問の仕方や順序についての工夫した点を記述できているかを評価する。 

 評価Ａ 評価Ｂ 評価Ｃ 

ワークシートの記述 

ゲームの結果から考察

し、特定するために有効

な観点を見いだしてい

る。また質問の仕方や順

序を工夫した修正を記述

している。 

ゲームの結果から考察

し、動物を正確に特定す

るために、どのような特

徴を観点にするかを考え

記述している。 

ゲームの結果から考察し

た記述がみられない。ま

た、特定の動物に向けた

質問を繰り返しているな

ど、動物の特徴を十分に

活用できていない。 

【「努力を要する」状況と評価した生徒に対する指導の手立て】 

どのように改善すればよいか、現在の課題とその解決方法を見いだせていない状況にあると考えられ

る。また、多くの動物から効果的に絞っていくのではなく、特定の動物に向けた質問を繰り返している場

合は、動物のなかま分けを繰り返し行うという視点が十分でない状況にあると考えられる。授業後に提出

したフローチャートに、改善方法の例や、その質問で絞ることができた動物を教員が書き込み、個別に声

をかけるなどをして、課題に対しての視点を補い思考できるよう支援する。 
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単元１：生物の世界 3章：動物のなかま 

１年  組  番 氏名                     

学習課題：動物を特定するためには、 
 
 
着目点：①特定するには動物のどのような特徴に注目すればよいか。 
    ②１つの質問で大きく絞り込むにはどうすればよいか。 

○動物当てゲーム 

１．相手の動物カードが、動物リストのどの動物かを当てます。 
２．相手の動物に対して、はい・いいえで答えられる質問をお互いに１つずつします。 

☆はい・いいえで答えられる質問にしよう！ 
例えば…「カエル」のとき、「えら呼吸をしますか。」と聞かれると困りますね。 

  質問者は、「えら呼吸をする時期がありますか。」と聞けると GOODですね！ 
☆わからない質問、答えられない質問には「わかりません。」と答えましょう。 

（質問としては 1カウントしますので、相手が答えやすい質問を心がけましょう。） 
３．正解がわかったら、質問するかわりに「あなたは（動物名）ですか。」と解答しよう。 

 
○振り返り                              
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ゲーム・話し合いをして気付いた点、工夫した点、考えが変わったこと   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○特定の動物を当てるため、どのように動物の特徴を活用すればよいと考えられるか 

☆質問の内容や仕方、順番などを意識しよう！ 
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○質問の記録（相手に書いてもらいましょう！） 

（記録者：        ） （記録者：        ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（正解は：        ） （正解は：        ）   

１つの質問で大きく絞り込むにはどうすればよいかな？ 

 

どんな質問を、どのタイミングでするといいかな？ 


